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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本冷凍空調工業会
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エアハンドリングユニット 

Air handling units 

 

1 適用範囲 

この規格は，エアハンドリングユニットについて規定する。 

この規格は，次の全てに従うエアハンドリングユニットに適用する。 

－ 主に事務所，商業ビル，工場，病院などで用いる中央熱源方式の冷暖房・換気用の空気調和機 1)であ

る。 

－ 電動式の送風機，外部の熱源機器から配管を通して冷水，温水，蒸気，冷媒などを熱媒として用いる

熱交換器，エアフィルタなどを用いた空気ろ過装置などの要素機器，及びこれらを収納するケーシン

グ，制御機器などで構成されている。 

－ 室内空気の再循環若しくは外気の取入れ，除じん又はその双方を行う換気の機能及び空気の冷却，加

熱，減湿，加湿，除湿などの機能をもつ。 

－ 専ら機械室，屋上ペントハウスなどの，容易に人が出入りできないように管理され，かつ，旋錠され

た区画に設置されている。 

－ 空気の吸込側若しくは吹出側，又はその双方にダクトを接続して送風を行う。 

注 1) 中央熱源方式の冷暖房・換気用の空気調和機とは，次のものをいう。 

－ 機器自体には熱源部（電気，ガス，重油などをエネルギー源として，冷水，温水，蒸気など

を造り出す装置）をもたず，外部の熱源機器から配管を通して冷水，温水，蒸気，冷媒など

の供給を受けて，内部の熱交換器によって空気の冷却，加熱などを行う空気調和機 

－ 付加機能用の装置として，取り入れた空気から除じんを行う空気ろ（濾）過装置，化学吸

着によって除湿を行うデシカント装置，加湿装置，排気と外気との間で熱回収を行う全熱

交換器などを内蔵するか，又はそれらの装置を接続して一体化した空気調和機 

－ 内外部を構成する要素機器（送風機，熱交換器，フィルタ，ケーシングなど）は，要求され

る調和空気の性能（風量，静圧，温度，湿度，清浄度など）に応じて都度選定され，機器全

体として要求された性能を満たすように設計される空気調和機 

ただし，この規格は，次の各項のいずれかに該当する装置には適用しない。 

a) 送風又は熱交換のいずれか一方の機能しかもたない装置 

b) 空気を直接吸い込み，かつ，直接吹き出す装置 

c) 現地組立形のエアハンドリングユニットで，工場で試験が行えない装置 

d) 直膨コイル 

e) ファンコイルユニット（JIS A 4008 参照） 


